















第 ■節 は じめ に
1980年代前半までのマ レーシアの政治研究について、マ レーシア国民大学(UKM)




治指導者の伝記、⑥"ホ ットな"政 治問題 に関する時事解説的あるいはジャーナ リスティ
ヅクな分析の6グ ループである。
このシャムスールの小論が1986年 に公表されて10年 を経過 した今、マレーシア政
治研究にはい くつもの新 しい動きが見 られる。
第1に は、適切な統計データが存在せず、数量的に明示することができないものの、出
版点数は明 らかに増加傾向にある。特に、 これまではジャーナ リスティヅクな時事解説本
が多数を占めていたマ レー語による出版物において、基礎的で資料性 も高い研究成果が数
多 く出版されて きている。第2に は、研究対象領域の拡大 とその研究手法の多様化である。




は、個人の研究作業領域を到底越えていることは言うまでもない。 しかしなが ら、上述 し
たようなマレーシアの研究状況の変化を鑑み、本小論では基本的にマ レーシアで出版 され
た研究成果を中心にあえて整理することに した。 したがって、本小論は筆者の関心などか
ら大 きく2つの点で限界 を持っていることを予めお断 りしておきたい。






第2点 は、対象 として取 り上げた研究成果が英語ならびにマレー語による出版物に限定
されていることである。 「多種族国家」マレーシアにおいて、両言語の他にも華語および
タ ミール語な ど、その他の言語による研究成果への目配 りが必要不可欠であることは言う
までもない。
以上の2つ の限界 を踏まえ、今後各研究領域の専門家のご批判 とご教示を受けなが ら、
より充実 した成果へ とつなげることができれば と考えている。
なお、マレーシア研究において1980年 代半ば以降、マラヤ大学およびマレーシア国






また、本文中の[文献番号]は章末の 「文献 リス ト」の番号 と照合 しているので、当該
文献の詳細な情報はそち らを照会 されたい。
[第1節 の 注 釈1
(注1)Shamusul A. B. 
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またサ ラ ワク州 にお け る政 党研 究 と して は、 次 の成 果 を指 摘 す る こ とが で き る。
ChinUng-Ho,ChinesePoliticsinSarawak:AStudyoftheSarawakUnited
2eople'sPartLK.L.,OxfordUniversityPress,1996.本書は、内容的にはSUPPの
結成(1959年6月)から1991年 の州議会選挙までを扱 ってい る。 これまでの
政党研究の成果が、編年的な記述による政党史研究で終わっていたのに対 し、本
書では第11章において党員の構成、 リクルー トメン ト、選挙マシー ンなどの党の
内部構造が扱われてお り、 この点において既 存研究 と大 きく異なる。
(注3)例 え ば、 マ レー シア国 立 図書館 は、 マ ハテ ィール に関 す る ビブ リオ(Perpusuta-
kaanNasiona1}blaysia,BibliografiMahathir,1990)や、各州 別 の ビブ リオ
(BibliografiNegeriKelantanlSiriBibliografiRuiukan1など)を 作 成 した。
またマ ラヤ 大学 中央 図 書館 か らは、 貧 困(UniversityofMalaya,R劃L
麺,1986.)、 稲作(BibliografiPadidiMalaysia,1991)、憲 法(Con-
stitutionalLawinMalaysia,1987)などに関 す る ビブ リオが 出版 され て い る。
(注4)東 川 繁編 集 『マ レー シ アの経 済 ・社 会 発展 』(文 献解 題 シ リー ズNo.37,1992年、
ア ジア経 済研 究所)。 鳥 居高 「新経 済 政策(NEP)・ 国民 開発政 策(NDP)
に 関す るビブ リオ」(原 不二 夫 ・鳥居 編 『国 民開 発政 策(NDP)下 の マ レー シ
ア』[調 査研 究報 告 書 シ リーズ1995-1],1995年,ア ジア経 済研 究所)。
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第2節3つ の 新 しい 研 究 の流 れ
まず、研究主題の観点か らみ ると、シ ャムスールが指摘 した6つ の研 究主題は、今 日で
もなおマ レーシア政治研究において大 きな比重を占めていることに変わ りはない。 しかし
なが らこうした大勢のなかにも、新 しい3つ の動向を指摘で きるであろう。
そこで まず本節では、 これ ら新 しい3つ の動 きについてみ ることにす る。そ して次節で
は、既存の6つ の主題を取 り扱った研究に関 して、1980年 代中盤以降今 日にいたる主
要な研究を取 り上 げ、その簡単な内容紹介 と分析手法の変化を整理 する。
ここで指摘する3つ の流れ とは、まず新 しい研究主題 としての 「地方 ・農村政治社会研
究」、そ して 「イスラーム復興主義運動グループに関する研究」の2つ の課題 であ る。 ま
た研究主題ではないが、新 しい研究動向 としての 「政治基礎資料整備」に関わる研究作業
が指摘できる。
1.地 方 ・農村政治社会研 究
これ らは分析対象 として、従来の政治研究のように国政 レベルではな く、1つ または複
数の村落(マ レー語でい うカ ンポン[Kampu㎎])、あ るいは複数のカ ンポンか ら構成 され、
かつ行政組織上は最小 ・末端の行政単位 と位置づけ られるムキム 伽kim)、さ らにその上
位単位にあた る郡(DistrictまたはDaerah)を設定 して、それぞれの単位におけ る政治 ・
経済構造分析をその 目的 としている(注1)。 一言で表現す るな らば、中央 また国政 レベ
ルに対する"地 方"、 または都市部に対する"農 村部"に おける政治分析である。




1つの村 を取 り上げてい る。 またモハメ ヅ ド・サ レーはパハン州のパヤ ・ジジャゥイ村 と
いう1つ の村を調査地 として選んで実施 してい る。 またマレー シア人以外の研究 としては
ロジャース(Rogers,N.)の一連の研究をその代表的な仕事 として指摘することがで きるで
あ ろう[文献5]。 ロジャースの場合は、半島部南部のジ ョホール州 のうちムアール郡を用
?
いている。
これ らの研究の共通項 としてサイ ド・フシン ・ア リを1つ の源にす る[文献6]こ とに特
徴 を持つ。そ して、手法的には住み込み ・フィール ド調査(ロ ジャースが言うところの"
政治人類学"を 用いている。
こうした農村政治社会研究は、シャムスールや ロジャース以前にも存在する。例えば ワ




しか しなが ら、 シャムスールの研究成果は これ らの既存研究を踏まえ、1)研究対象時期
として、政府がよ り積極的に介入 し農村開発を進めた新経済政策(NewEconomicPolicy)




マ レー シアに おけ るい わ ゆ る 「イ スラ ー ム復 興 主 義」 グル ー プの代 表的 な 団体 として は、
政 党で あ る汎 マ レー シア ・イス ラー ム党(ParitIslamSeMalaysia,略称PAS,1951年 成
立 、政 党 と して1955年 登 録)を 代 表格 と して 、 タ ブ リ ・グル ー プ(Ja㎜atTabligh,
1950年 代)、 マ レー シア ・イス ラ青年運 動(A㎎katanBeliaIslamMalaysia[Muslim
YouthMovementofMalaysia],略称ABIM,1971年)、 ア ルカ ム(DarulArqam,19
73年)、 さ らには政 府 系 の復興 グル ー プ と して プルキ ム(Perki皿,PertubuhanKebaji-
kanIsla』lMalaysia,Malaysi㎝Musli皿WelfareOrganization,)等が存在 す る。
これ らの グル ー プに関 しては、1986年 以 前 に おいて も多 くの研 究成 果 が公 表 されて
い る。代 表的 な もの と して はJ.ナ ガタ(NagataJ.)の一連 の成 果 を始 め と して[文献7]、
ラ イア ンズ(LyonsM.L.)の成果[文 献8]、 ケス ラ ー(Kessler,C.S.)の一 連 の成 果[文 献
9]などが あ る。
また、 シ ャム スール の成 果[文 献10]は、 ナガ タ の研究 に 対 して批 判的 な検討 を加 え ると
同時 に、 その巻 末 の参 考 文献 リス トにお いて1980年 代前 半 まで のイ ス ラー ム復 興 主義
?
に関する48点 の既存研 究(含 む学位論文)を 網羅 してお りぐ大変有用であ る。
これ までの研究は、主 としてこうした復興主義 グループの台頭の社会的背景 と要因に始
ま り、各グループの組織、思想な どの概略、その社会的イ ンパク ト、さ らには政府の復興
主義グル ープへの対抗政策(い わば政府主導によるイスラーム政策)な どがその主たる内
容 となっていた。
1986年 以降で も同 じように復興主義グルー プに関す る 「概観的な」研究は見 られる。
例えば、チ ャン ドラ ・ムザ ファル(ChandraMuzaffar)の研究[文献11]、フシン ・ムタ リ
ブ(HussinMutalib)の研究であ る[文献12,13]。
さ らに近年では、 これ らの概論的な研究成果 を踏 まえ、個別 グループに関す る詳細 な研
究が公表 され始めた点が、 この研究テーマにおけ る新 しい動 きであ る。(な お、 この小論
ではPASに ついては 「政党」研究の項で扱 っている。)
たとえば、ABIMを 中心 とした学生の間におけるイスラーム復興主義 の運動 に関して
は、ザイナ ・ア ンワル(ZainahAnwar)の研究がある[文献14]。彼女は1960年 代半ば
以降に顕著になった青年層(18歳 か ら35歳)に おけ るイスラーム復興主義運動につい
て、支持者の社会的背景、その参加動機 な どに主要な焦点 を当て分析 している。その中で
も注 目される点は、 こうした学生の間におけるイスラーム復興主義の広が りが、単にマ レ
ーシア国内の大学生のみな らず、最近の現象の1つ として、マレーシア政府の奨学金を得
てイギ リスへ留学 した学生の間に増加 していることに注目 した点であ る。彼 らの支持の理
由、参加動機な どについて聞き取 り調査を行い、 この新 しい現象を明 きらかに しようとし
ている。
またアルカム、タブ リについては、ア ブ ドゥール ・ラ ヒム ・アブ ドゥー ラ(Abudul
Rahi皿Abdullah)の研究がある。特にこれまでマ レーシアでの活動状況 ・布教伝播 の経緯
についてほ とん ど研究されてこなかったタブ リ ・グループについて、明 らかに したことは
大きな成果 といえる[文献15]。
タブリはイン ド系のムス リムがその主たるメ ンバーであ り、 メンバーは全て男性か らな
ることが知 られてい る。彼の研究によれば、1952年 にアブ ドゥール ・マ リヅク ・マダ
ニ(AbudulMalikMadani)というイ ンド系ムス リムがシンガポール に到着 し、同地を拠点
としてクアラルンプル、イポー、ペナ ン島な どで布教活動 を開始 した ことが同グルー プの
マ レーシアでの活動の最初であった こと、さらに布教活動 においてクアラル ンプルのマス





在 自体が非合法化された。その後アシャア リ自身のいわば 「転向宣言」一自らの教えがイ
スラームに対 して 「偏向であった」ことを認めた一によって事実上解体するにいたった。
この間、全国各地に置かれたアルカム ・ショップ(KedaiArqam)において、アシャア リの




こうした資料状況にあ りながら、これ までアルカム ・グループに関する研究成果はほと
ん ど見 られなかった。この点において、ムハマ ッド・シュクリ ・サ レー(Muha㎜ad
SyukriSalleh)の研究は得難いもの と言える[文献16]。とくにアルカム ・グループは、そ
の本部を中心に して全国で3つ のイスラーム村および9つ の農業コミューンを造 り、グル
ープ構成員による自給 自足的な生活(い わゆるアルカム ・キャンプ)を その活動の特徴 と
していた。このキャンプによる活動実態を紹介 した点においても彼の貢献は大きいだろう。
このようにこれまでのイスラーム復興グルー プに関する研究は、 どち らか といえばイス




以上は、研究主題か ら見たマ レーシア政治研究の2つ の新 しい動きである。他方研究主




れ始めたことである。いわば、政治研究をめ ぐるソフト面での環境整備 とで も言えるであ
ろう。ここでは代表的な資料 を見ておこう。
?
まず第1は 、Who'sWhoなど個人情報 に関する出版物である。マレーシァではジャーナ リ
ス トのモライス(冠orais,V.)が1956年か ら継続的に刊行 して きたシ リーズ(Leaders
ofMalay「silaandWho'sWho)が存在 した。 しか し1983・84年 版を最後に同シリ
ーズは停刊 した(モ ライスも既に死亡) 。
1990年 代に入 り、民間企業 の手により新たなシ リーズ[文献17]が刊行され、 この領
域における約10年 間のブランクを埋 め始めた。ただ し、この新シ リーズは人物の掲載対
象範囲や掲載 内容に粗密が見 られ、モライス版 とは著 しくその質が落 ちると言わざるを得
ない。 また、このほかにも個人情報に関 しては、政権交代時や新内閣の成立時などにジャ
ーナ リス トの手によって主要閣僚や党首脳に関するプロフィールがまとめあげられ、コン
パク トな形 で出版 されている 例 えば、新UMNOの 形成時などである[文献18]。
また、 この他にも総選挙に関する時系列データ集の出版[文献19,20]に加えて、かつての
政治指導者たち演説や個人的なデータがまとまって出版され始めた[文献21,22]。(なお、
マ レーシアでも下院議 員選挙および州議会議員選挙に関 しては、選挙管理委員会よ り公式
報告書が1、2年 後に刊行されている。)
この他に政治研究 とは直接に関係ないが、マ レーシアでは近年官庁をはじめ政府機 関な
どが 自らの歩みをまとめた活動記録の出版が進 められて きている。たとえば、新規土地開
発事業 を主たる任務 とする連邦土地開発庁(FELDA)の25周 年史[文献23]や国家電
力開発庁(LLN,現 在のTenegaNasional社)の歴史な どがそれである[文献24,25]。
[第2節 の 注 釈]
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第3節 6つ の 主 題 にお け る新 研 究 と手 法
の 変 イヒ
さて本節では、 これ までのマ レーシア政治研究の主題 となっていた主要な課題 となって
きた6つ の主題について、1986年 以降の動きについてみ ることにする。なお、 ここで
シャムスールが第6番 目の主題 として指摘 した 「ホ ッ トな政治問題」に関す る研究以外の
5項目についてのみ扱 うことにする。
「ホ ットな政治問題」に関する研究については、その範疇にはいる出版点数が余 りに多
いために、すべてについて紹介 ・検討することは不可能であ る。 ここではその傾 向と背景
にのみ簡単に触 れておきたい。シャムスールによれば、 こうした種類の研究が始まったの
は 「70年代半ば以降」であるという。その内容はいずれも 「時事的な政治評論」である。
1980年 代後半か ら近年にかけて出版点数が増加 した第1の 理 由は、1986年 以降
マ レーシア特にマレー人社会において、こうした政治評論、政治時事分析が対象 とするよ
うな 「ホッ トな時事問題」それ自体が まるで連続劇 のように継続的に展開されたことに他
な らない。すなわち、1987年 のUMNO党 中央役員選挙において、その総裁お よび副
総裁のポス トをめ ぐり現マハティール総裁 グループ とラザ レイ元大蔵大臣グルー プの間で
激 しい選挙戦が行われた。その後、反マハテ ィール ・グループがおこした裁判闘争の過程
で高等裁判所が 「UMNO支 部の一部が正式に団体結社法に基づいて登録されていない こ
とか ら、その支部を基礎 とした役員選挙が不法 なものである旨」判決を出 したために、U
MNOは 法律上存在 しな くなった。このいわゆる 「UMNO不 法判決」が出されたことを
受け、マハテ ィールは新UMNOを 、ラザ レイは46年 精神党(S46)をそれぞれ新たに結
党するに至 り、UMNOは 結党以来最大の危機 に直面 した。このUMNO分 裂劇を第1幕
とし、1990年 か ら1994年 にかけて断続的に行われたマハティールによるスルタン
制度の改革の動 きがその第2幕 である(注1)。 さ らにこの第2幕 中には、1993年 の
UMNO党 中央大会におけるマハティール と若手グループの対立 という新たなる第3幕 も
同時並行的に展開された(注2)。 このようにマ レーシア、 中でもマレー人社会内部ので
政治勢力の対立 と政治闘争の展開は、これ まで以上 にマレー語による出版物の増加 をもた
らしたと考え られ る。
例えば、1993年 の党大会時における党副総裁選挙をめ ぐる動 きは、マハテ ィール総
9
裁 の意 を押 し切 る形で、若手 グループがアンワル ・イブラヒム現副総裁をその候補 として
擁 立し、以後党内における 「ポス ト・マハティール」問題 を政治 日程上に急速 に押 し上 げ
た。それだけに内外の関心も高 く、地元のマスコ ミを中心に多種多様な出版物が見 られた。
当時クアラル ンプルに滞在 していた筆者が確認できただけでも、その数は13点 を数えた
[文献26-38]。
こうした傾向は1995年 の総選挙を挟み、UMNO内 部での若手 グルー プの新たなる
動 きが顕在化するにつれ、 さらに過熱化 していると言える。
出版物増加の第2の 理由は、パ ソコンやコピー機 といった出版を支えるさまざまな技術
の進歩 とその機器の普及を指摘することがで きるだろう。例 えば文献 リス トで取 り上げた
1993年 のUMNO党 内選挙を扱った文献の中味を見 ると、FarEasternEcono皿ic
Reviewなどの雑誌や新聞記事 をそ のままコピーをして出版するな ど、安易な形で短期間に
出版 していることがよ く分か る。
こうした文献は、いわゆる内幕 ものであった り、論拠 を示 さぬものが多い ことも事実で
ある。 しか し、時によ り基本的な資料を掲載 した り、ヤハヤ ・イスマイルの一連の成果等
にみ られ る深い分析の成果 も見 られ るな ど必ず しも軽視で きないことも事実であ る。
1.連 邦および州 レベルでの選挙分析
1982年 の総選挙以降96年 までに実施 された総選挙は3回 、サバ、サラワク州で行
われた州議会選挙は8回 を数える(注3)。 各選挙の主な研究成果は以下の通 りである。
1986年 連邦下院議員選挙に関する研究[文献39-45]、1987年サ ラワク州議会選
挙に関する研究[文献46]、1990年連邦下院議員選挙に関す る研究[文献47-49]、199
1年サラワク州議会選挙に関す る研究[文献50]、さ らには1995年 総選挙に関する研究
[文献51]などであ る。
ここではこれ らの中で注 目すべ き2つ の研 究に触れてお くことにする。
1つは 「選挙区割 り」に関わる研究である。マ レーシアはマレー人、華人、イン ド系な
ど多種族か ら構成され、政党において も原則 として種族 ごとに形成 されてい る。このこと
は、各選挙区における種族別人口構成、つまり選挙 区割 りと候補者の種族の組み合わせが
その勝敗に大 きな影響を与 えることにな る。
モハメ ッ ド・ラザ リ(Nohad.Razali)の研 究[文献52]は、 クアラル ンプルの都市化、人
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口変化 をその主たる課題 としなが ら、それ らの社会構造変化 にともなう選挙区割 りについ
ての研究を試みた研究である。また[文献53]は、いわば本格的な 「選挙学」の範疇に関す
る研究で、選挙 に関す る法律 を基礎 にして、選挙区割 り、選挙区の種族構成な どを中心に
選挙制度に関する包括的な研究 となっている。
また、選挙管理委員会事務局がまとめたマ レーシア総選挙実施に関するコンパク トな成
果 も出されてお り、選挙研究をめ ぐる研究がこれ まで以上により充実 して きた[文献54]。
もう1点 は、サイ ド・アラ ビ(SyedArabi)、サファール ・ハシム(SafarHasi皿)の両
名による研究であ る[文献43]。これまでのマ レーシアの選挙分析は,基本的に選挙管理委員
会の報告を基礎に して、投票率や得票率(数)な ど選挙結果そのものや特定の政党の動向
について焦点を当てて、分析 するものがその大半を占めていた。 これに対 し、 この文献43
は心理学用語を用いて、1986年 の総選挙 の分析 を試みた点で新 しい成果である。
2.種 族間政治 (Ethnic Politics)
まず、最:初に現在マレーシア研究において、"et㎞ictheory"または"et㎞ic"という言
葉が混乱 してきていることを指摘 する必要があ ろう。
すなわち、マ レーシアな らびマレーシア研究においては、現在政治学や社会学な どで多
用され る以前か ら"et㎞ic"という概念が頻繁に用 いられてきている。 しかし、その用法は
きわめて曖昧であった。従来のマレーシア研究で用い られてい るet㎞icityは、歴史的な産
物 として、換言すれば 「所与」の条件 として賦与 されたものとして扱われて きたと言って
よいであろう。さ らには時 として、"et㎞ic"という言葉はraceまたはco㎜unalという言葉
とかな り互換的に用いられて きた。 こうした意味で用い られてきた用法をここでは便宜上
「従来型の用法」 と呼んでお くことにす る。
これに対 し、 この小論の中で 「新型の用法」 と呼ぶ用法は現在多用されている 「近代化
論 または国民国家のアンチ ・テーゼ」としてのet㎞icityとい う用法である。
この ようにet㎞icityに関する用法を2つ に分けて考え ると、マレーシア研究においては、
新型の用法で"et㎞ic"という概念 を用いた研究は ごく最近になってか らである。
この小論で言 う 「種族間政治(Et㎞icPolitics)」とは主 として従来型用法の範疇に属
す るものである。そこでマ レーシア研究におけ る 「従来型の用法」が意味する"et㎞ic"と
い うタームを 「新型の用法」の議論を基礎に して整理 してお きたい。
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従来型の用法は明確 な定義を伴わなか った。つ まり新型用法で議論 される 「原初的な特
性か、合理的な特性なのか」 と言 う点、さ らには"et㎞icity"を発現 させる要因一原初的
要因か、合理的要因か一に関す る議論は、マ レーシア研究における従来型の用法の中では
取 り立てて議論されていない(注4)。
従来型の用法ではet㎞icityの発現が、マレー、華人、イン ド人 という3っ の主要なグル
ープか らなる多種族社会が植民地時代を通 じて歴史的に形成 されたことから始め る。そ し
て各グルー プは独立を獲得す るプロセス、特に独立憲法 を制定す る過程 において、"種 族
別政党"が 形成 されるにいた り、歴史的産物 としてのet㎞icgroupが「政党」 という形式
を取 って政治的なエスニ ヅク ・グルー プの形成へ とつなが った。さ らにエスニ ック ・グル
ー プへの帰属意識は、1971年 以降マ レー人優遇 を基本 とする新経済政策(NEP)の
下で再生産 されてい く、 と言 うのが大 旨の論 旨である。
つま り新型の理論 と比較すれば、"エ スニシティ"の原初的 な特性 をまず、マレーシアの
歴史的な過程か ら無条件に受け入れてい る。つま り、マ レー人というエスニシテ ィは 「ひ
とたび獲得 され たアイデ ンテ ィティは終生変わることな く次世代へ も受け継がれ る(李 論
文p.193)」ことを暗黙の内に認め ることになる。
さらに憲法上マ レー人に認め られたその 「特別な地位」、 さらにそれを政策的、体系的
に具体化 した新経済政策が1971年 か ら20年 間にわた り実施 され る過程で 「利益政治
におけ る動員の手段」 としてエスニシテ ィは再生産されている、 と説明される。
したがって従来型の用法は、新型の角法における 「原初的な特性」に加え、 「合理的特
性」の結合 したエスニスシイという概念、 と整理することがで きるだろう。
これ まで この従来型の用法における用法において、多 くの政治、経済分析が行われて き
た(注5)。 近年では さらに適用範囲が拡大 し、教育、言語政策 に関する研究成果がみ ら
れ るようになって きた。教育政策については、ハ リス(HarisMohamedJadi)が1955
年以降の教育政策 とその実行過程に関す る研究成果 を出 してい る[文献55]。また リンダ
(LindaJ.Reid)の成果もあ る[文献56]。
3.マ クロレベルの政治史 と連邦政府の動向と制度分析
マク ロレベル、換言すれば国政 レベルにおける政治 と連邦政府の動向に関す る研 究では
これまでカナダの政治学者である ミー ンズ(MeansG.P.)と同 じくミル ン(MilneR.S.)
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の2人 の研 究が最 も代表的な研究 と位置づけられて きてい る[文献57,58]。
この うちミー ンズは[文献57]で扱った分析対象の時期 を更に拡大 し、1970年 以降1
988年 までを対象 とした新版の研究 を刊行 した[文献59]。
こうした 「政府研究」の領域においては、 これまで見 られなかった注 目すべ き新 しい研
究成果がみ られる。共通する研究課題は中央に対 する 「地方」に関わる研究である。
まず1つ は中央 ・地方政府関係 に関す る研 究であ る。 「中央 ・地方関係」を論 じる際に、
最低限検討すべ き項目は憲法上の権限、両政府 間の財政関係、行政制度、政党の中央 ・地
方組織 関係の4点 であろう。 シャフルデ ィン(ShafruddinB.H.)はこの4点 について、歴
史的な変遷をも含めて詳細 に検討 してい る[文献60]。ただ し、シャフルディンの研究は、
その書名が示す とお り 「半島部」 におけ る中央 ・地方政府間関係にのみ限定されていると
い う限界を持つ。マレーシア政治研究においてよ り重要な意味を持つ中央政府 とボルネオ
島の2州 、サバ、サラワクについては現在 までの ところあまり研究が進め られてお らず、
今後の大 きな課題 として残 ってい る。
もう1群 の研究は 「地方政府」に関す る研 究成果であ る。ザハ リ(Zahari)とパ ン
(Pha㎎S.N.)の成果は、マ レー シアにおけ る地方政府制度 の包括的な説明を与えて くれ
る[文献61,62]。またその財政 面については、ノ、ズマン ・シャー ・アブ ドゥール(Haz皿an
ShahaAbudullah)[文献63]が役にたつ。
4.主要諸政党(史)に 関する研究
マレーシアにおける政党の特徴 の1つ は、主要政党はその基盤 に 「種族性[ethinicity]」
をおいていることであ る。最大政 党の統一マ レー人国民組織(UnitedNationalMalays
Organization,㎜0)の場合、その党憲章において 「マレー人およびブ ミプ トラであるマレ
ーシア国民」のみが普通党員にな り得 ると規定されてい る(注6) 。
同様の規定が華人系の与党 ・政 党であるマ レーシア華人協会(MCA)、 イン ド人系与
党 ・政党のマ レーシア ・イ ン ド人会議(MIC)の 党綱領 にも近年まで見 られた(注7)。
こうして種族グルー プを基礎 として形成された各 「種族別政 党」の連合体 として、現在の
政権与党である国民戦線(NationalFront[NF],BarisanNasional)が形成されて いる。
これ までのマ レーシアの政党に関する研究は、諸政党間の関係、選挙 における政党の動
向、政党史の3点 に集約されていると言って よいであろう。前2者 についてみれば、多種
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族社会の下での各諸政党間の動向、相互作用 に関する戦略、選挙結果に関す る要因分析が




に始 まり、NFへ の改編 までの歴史的記述 に加え、NFの もとでの選挙の実施過程 までを
分析 してい る。
これに対 し 「政治システムとしての政党」に関す る研究 については、政党形成過程一政
党史一にその内容が集中 してい る。まずNFの 最大構成政党であるUMNOに ついては、
数多 くの研 究成果がある。中でもその形成過程 については、ラムラ(Ra皿lahA.)の歴史研
究[文献67]、またフンス トン(FunstonN.」.)の研究[文献68]が重要である。
またイスラーム政党 として知 られる汎マレーシア ・イスラーム党(PAS)に ついて、
イスラーム復興主義グループ研究の項で触れたケスラーをは じめ、フシン ・ムタリブの一
連の成果をその代表例 としてあげることができる(注8)。 また、[文献69]のように70
年代末か らPASに 関する研究を断続的に公表 してきたア リアスは、その集大成 とも言う
べ き研究を[文献70]としてまとめた。本書は多 くの既存研究を基礎 として、PASに つい 「
て政党形成期、ブルハ ヌディン(Burhanuddin)、国民戦線(NationalFront)参加時代、
さらに現在の指導部であるハデ ィ ・アワンたち若手グルー プの台頭か らその下での総選挙
分析にまで触れてい る。
これ らの研究の大半は、その形成過程 に関する歴史的な記述 をその主たる内容 としてい
る。例外的な成果 として、フンス トンの研究はUMNO、PASの2つ のマ レー人政党に
ついて、それ らの歴史的な形成過程 にとどまることなく、指導者たちの社会的背景、党の
イデオ ロギー、組織 などについて比較研究 を試み るなど最 も深 く分析 してい る。
1986年 以降の大 きな成果は、第1に これまで研究対象 とな って こなかった 「政治シ
ステムとしての政党」、具体的に言えば、政党の内部構造に関す る研究が行われてきた点
である(こ の点は、サ ラワク州 の政党研究にも同様の傾向がみ られる。詳 しくは本章第1
節、注2を 参照)。 第2は 、政党の議会お よび選挙以外での政治的空間における政党の活
動の実態の解明が進みつつあることである。
まず内部構造 としては、政党の下部組織に関する研究に成果がみ られる。与党UMNO
の下部組織の1つ である青年部(Pemuda)についてア ミヌデ ィンQ㎞inuddin)の成果 と
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モハメッ ド・ア リ(Mohd.Ali)の成果があ る。後者はその歴代の指導者達 に中心的な焦点
を充てている[文献71]。
青年部と同 じように党の下部組織である婦人部(Wanita)に関 しても、詳細 な2つ の研
究成果が出てい る。発表時期は1986年 以前はあるがマ ンダーソン(MandersonL.)の
研究は、1945年 か ら1972年 までの現在の婦人部(旧Kau皿Ibu)の形成過程、指導
者達の社会的背景、選挙活動な どについて分析 してい る[文献72]。ダンス(DanczVargin
iaH.)はUMNOの婦人部 にとどまらず、 マレーシア華人協会(MCA)、マ レーシア ・イ
ン ド人会議(MIC)、さらにマ レーシア民政運動党(Gerakan)、PAS、さ らに民主行動
党(DAP)における婦人部(女 性参加者)つ いても言及 して広範囲な内容 となってい る[文
献73]。
また政党の 「中央一地 方組織」について もまた前述 したシャフルディン[文献60]が、U
MNOに 関 して、1946年 の結党以降の変遷を詳 しく追 ってい る。 これに よれば、UM
NOは もともと 「マレー人の連合体」 として形成 されために党中央の力は弱かった。 しか




く、行政機関の一部を実質的に肩代わ りす るなどその機能 の多機能性 にある。 この点は前
述 したシャムスールやロジャースの農村政治社会研究の中に詳細 に描かれてい る。
「政党」の活動領域は これに留まらず、マレーシアの主要政党が投資会社(Investment
Company)または持株会社(Holdi㎎Company)を通 じて 「ビジネス ・グルー プ」を形成 し
ている点にある。
UMNOに 関 してはゴメス(GomezE.T.)が詳細な研究成果 を相次いで公表 している[文
献74]。この研究によれば、UMNOの ビジネスへの参入の起源は、第1に 政党の資金の確
保、第2に 言論機関の買収にあった とされてい る。 このグループ(フ リー ト ・グループ)
はラザ レイ(Razaleigh)、ダイム(Daim)という2人 の責任者の下で性格を変えなが ら今
日にまでに1大 コングロマ リヅ トへ と発展 した。
こうした政党のビジネスグルー プ活動は単にUMNOに 留まったものではない。ゴメス
は、華人系のMCA、Gerakan、MIC傘 下のビジネズ ・グルー プ活動についても
細か く研究 している[文献74]。ゴメスの研究は、 こうしたマレーシアの政 党の ビジネス活
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動の特徴 を企業 登録局、党内部の情報 を使 いなが ら詳細に分析 し、その活動の実態を明 ら
かにした。これ らの点で、彼の研究はきわめて大 きな成果 と言え る。 しか し、彼の研究の
核心的な概念である代理人(Proxcy)という概念 が曖昧なために、彼が言 うところの代理
人と政治エ リー トならびに代理人相互間の関係を描 き切れていないと言う限界はきわめて
残念であ る。ゴメスは[文献74,75]に続 く決定版 として、[文献76]を刊行 した。ここでは、
この曖昧な概念 であった 「代理人」の概念 は用い られていない。
これ ら一連の政党研 究の成果は、ほ とん どUMNOに 関連 したものでである。同党の占め
る地位の重要性 か ら考えれば当然の帰結 といえ るであろう。
しか しなが らUMNO以 外の政党の研究 にも小数なが ら目立った成果がみ られる。ただ
し、その多 くは従来通 り政 党史がその中心であ る。PASに ついては先述 した通 りであ る。
この他の成果 として、MCAに 関 してはヘ ン ・ペ ッククン(He㎎PekKoon)の研究がある
[文献77]。
また、各政党が自党史 これまでに幾度かにわた りまとめている。UMNOは これまでに
10年史、20年 史をまとめて きた。 さらに結党50周 年 を迎 えた1996年 には党中央
が50周 年史を編纂することを正式に決定 し、現在準備を進めてい る。 この党中央の動 き
に先ん じて、既 に一部の州支部か ら各州におけるUMNO史 の刊行が始まってい る(注9)。
他方野党 ・民主行動党(DAP)も また15年 史 に続 き、25年 史を刊行 している[文献7
8,79]a
5.政 治指導者の伝記
政治指導者の伝記については、これ までも政権 交替時に新指導者に関 して、ジャナー リ
ス トのモライスやブルース ・ゲール(BruceGale)がその生い立 ち、家族関係に始ま り、
教育歴、政治家 としての履歴な どを時系列的に整理 し、適宜出版 してきた。 この傾向は現
在 も変わ らない。
こう した従来 の成果 とは別に最近の成果 としては、まず第1の 特徴 として、政治家本人
達による自伝の出版が始 まった ことがあ る。具体的にはタン ・チークン[文献80]、アイシ
ャ ・ガーニー[文献81]による自伝の出版である。さらにはマ レーシア国民大学のマレー研
究学科が進め宅い るプロジェク トの成果も順次刊行され始めた[文献82,83]。
さて、研究手法 に関 してみ ると、[4.主要諸政党(史)に 関する研究]および[5.政治指
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導者の伝記]に共通する特徴は、各政党の年次報告書、党綱領を始め、1次 資料 また関係者
か らの聞き取 り調査 などの資料 に基づいたきわめて綿密な研究が出始めたことであろう。
特に先に触れたヘ ンの研究、さ らにラムラのオン ・ビン ・ジャファール(Dato'Onnbin
Jaafar)の研究がそれである[文献84,85]。とくにラムラは公文書館、関係者か らの聞 き取
りと徹底 した一次資料に基づ く手法を用いて、先のオ ンの伝記に とどま らず、 ブヌハルデ
ィンなどマレー人政治家の研究 を精力的に続 けている。
また、マハティール 自身お よびその政策に関する研究も相 次いで公表されている。特に
マハテ ィール個人に関する評伝は、1990年 代に入 り数多 く出された[文献:86-89]。し
か しなが ら、記述の詳細 さな どの点で、従来のマハテ ィール評伝 の中で代表的な成果 と位
置づけられ るモライス版[文献90]の内容を越 えるものではない。
これ らの中で注 目すべ き成果はザイヌデ ィン(ZainuddinNaidin)の成果[文献91]と
クー(Khoo800Teik)の成果であろう[文献92]。前者はジャーナ リス トとしてマハティ
ールを近距離か ら捉えたまさしく 「もう1つ のマハテ ィール論」 となってい る。
他方クーの成果は、内容な らびに手法の点で他 を抜きんでている。彼 はマハテ ィール 自
身の著作 ならびにUMNOの 年次中央党大会における演説を時系列的に分析することによ
って、マハティールの経済構想、イスラーム観など実に明確に提示 している。クーが最初
に分析対象 としたシンガポール時代のマハテ ィールのコラム集 も出版され[文献93]、これ
とマハティール 自身の 『履歴書』[文献94]を併 せ読むことによって、マハテ ィールの思想
の全体像が浮 き彫 りにされ る。
[第3節 の 注 釈]
(注1)スルタ ン制度の改革に関する動きについては、拙稿 「変革迫 られるマ レーシアの
国王 ・スルタン制度」(『 アジ研ニュース』,No.157[1994年8月])
(注2)1993年 のUMNO党 申央役員選挙 をめ ぐる動 きは、拙稿 「変貌迫 られるマレ
ーシア政権党」(『 アジ研ニュース』 ,No.154[1994年5月])
(注3)1982年 以降実施された連邦 ・州政府選挙は以下の通 りであ る。
1983年 サラワク州州議会議員選挙(12月)、1985年 サバ州州議会選挙
(4月)、1986年 サバ州州議会選挙(5月)、1986年 連邦議会下院 ・州
議会(た だ し半島部のみ)選 挙(8月)、1987年 サ ラワク州州議会選挙(4
月)、1990年 サバ州州議会選挙(7月)、1990年 連邦議会総選挙 ・州議
17
会(た だ し半島部のみ)選 挙(10月)、1991年 サラワク州州議会選挙、1
994年 サバ州州議会選挙(2月)、1995年 連邦議会下院 ・州議会(た だ し
半島部のみ)、1996年 サラワク州州議会選挙。
(注4)こ こで用いたEt㎞ic理論に関する整理は、李光一 「エスニシテ ィと現代社会一政
治社会学的アプローチの試み」(『 思想』1985年4月)に よる。




















1990年 代に入 り、マ レー人 と非マレー人との間で 「種族宥和」傾向が続いて
いる。この傾向を背景に して、諸政党がその党員資格を拡大 しつつある。例えば、
マレーシアイ ン ド人会議(MIC)の場合、1995年2月 に党員資格 を 「タ ミー
ル語を話す華人系住民、 またはイン ド人の血を引 く華人系住民」にまで拡大す る
方針を公表した。
(注8)フシン ・ムタ リブの成果[文献12]のビブ リオはPASの みな らず、主要イスラー
ムグループに関 しても重要な既存研究 を網羅 している。
(注9)こ うした州支部 によるUMNO党 史の刊行 は、1996年 末現在、 ジョホール州
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同プロジェク トはマ レーシアのみな らずマ レー
シア成立以前のマラヤ時代の重要人物を各種族別に整理 して、マレー、華人、 インド
人の3巻 本として出版す ることを目的 として作 られた。
プロジェク ト発足後今 日に至 るまで、資金不足など財政上の理 由か ら必ず しも順調 に
遂行 されてこなか った ものの、今回同プロジェク トの最初の成果 として、華人編の人
名事典が刊行され ることになった。
Lee KamHing and Chow mun Seong ed.,Biographical
Malaysia,Selangor,IPT(UM)and Pelanduk
Dictionary of the




れこれ まで類書がない ことを考 えればその価値 は高い。
(尚、マレー人及びイン ド人編の刊行は未定である。)
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